
 

 

令和６年度 学校経営環境分析書 

 

 両城中学校区 校番 １９ 学校名 呉市立両城小学校  

１ 学校の内外環境の分析 

外
部
環
境 

（支援的要因） 

【保護者・地域】 

・地域・保護者が大変協力的で，地

域行事も多い。 

・児童の登下校の見守りが日常的

で，地域全体で子供を育てる意識が

強い。 

・放課後子供教室や地域の「ふれあ

い広場」等，児童の居場所がある。 

・校区は広くなく，歴史を感じさせ

る事物や様々な分野でゲストティ

ーチャーとなる人材も存在する。 

・呉駅が近くにあり，交通の利便性

が高い。 

・中学校区で情報共有し，取組に系

統性がある。 

【市教委】 

・「呉の学校教育」に基づき，学校

に対する指導・支援がある。 

・ICT環境を整備している。 

（強み） 

【学校】 

・職員数が少ないため，意思疎通が

図りやすく，若手職員もミドルリー

ダーとしての力量向上が図れる。 

・施設の老朽化は進んでいるが，講

堂と体育館が有効活用できる。 

・児童数が少ないため，一人一人に

目が届き，しっかりと関わることが

できる。 

【児童】 

・縦割り活動を通して，互いをよく

知っており，学年を超えてつながり

がある。特に，高学年が低学年の面

倒をよく見る。 

・児童が素直で落ち着いており，あ

いさつがよくできる。 

・指示されたことに対して，真面目

に取り組むことができる。 
内
部
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（阻害的要因） 

【保護者・地域】 

・地域の高齢化が進んでおり，各地

域団体の後継者不足は深刻である。 

・土砂災害警戒区域，津波警戒区域

が校区内に混在しており，防災教育

の充実が必要である。 

・中学校とは距離は近いが急傾斜地

の上と下のため，児童生徒の頻繁な

交流は難しい。小学校同士は距離が

遠い。 

・近年，教育力のある家庭とそうで

ない家庭の差が大きくなっている。 

家庭の協力が得られない所もある。 

・踏切や交通量の多い国道等，安全

面で配慮の必要な場所が多い。 

 

（弱み） 

【学校】 

・教職員数が少ないため，分掌内容

等の負担が大きい。 

【児童】 

・児童の人間関係が固定化しやすく

トラブルが継続することがある。 

・受け身で，自分の意見を主張した

り，主体的に活動したりすることが

充分でない。 

・思いを相手に伝える等，人間関係

を上手く構築できない児童，善悪の

判断が付きにくい児童がいる。 

・児童数が少ない割に特別な支援が

必要な児童が多く，特別支援学級や

通常学級において，実態に合わせた

適切な支援ができにくい。 

 

２ 重点課題 

 

 

 

 

 

 

○地域の特性・人材を活かした

体験的活動を推進する。 

○全教職員で意識統一し，組織

的な取組を推進する。 

○一人一台のタブレットを効

果的に活用し，考え表現する児

童を育成する。 

○個に応じた指導を充実させ

て基礎的な学力を付ける。 

○両小タイムや掃除等の縦割

り活動を充実させ，異学年交流

を進める。 

○小中一貫教育を推進する。 

○組織のより効率的な機能化

のために，業務改善を一層推進

する。 

○縦割り活動や学校行事を通

して自他を大切にする人間関

係づくりを推進し，自己肯定感

を高める。 

○各教科・領域において防災教

育を充実させる。 

○特別支援教育を推進し，授業

でも特別支援教育の視点を取

り入れる。 

○１時間の授業で個による考

えの再構成を充実させる。 

○単元を通して主体的な学び

を推進する。 

 

 

① 中学校区で育成すべき資質・能力の育成に向け，主体的な学びを実現する授業改善を推進する。 

○ 基礎・基本の徹底  ○ 思考力・判断力・表現力の育成 ○ 個に応じた指導 

② 自己肯定感を高める取組を推進する。 

○ 縦割り活動の充実 ○ 学校行事や生活目標等達成の主体的な取組 ○ 個に応じた支援 

③ 自己の課題を明確にして健康増進，体力向上を図る。 

 ○ 基礎体力の向上 ○ 生活リズムの確立 ○ 自分の命は自分で守る力の育成 

 

阻害的要因と弱みを克服
する活動・取組は 

支援的要因と強みを生か
した活動・取組は 

様式１ 
令和６年４月１日 


